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下は、本事務所が授業改善ツールとして推奨している
授業スタンダードモデルの一例です。左側に一般的な指
導（学習）の流れを示し、右側の空白部分に発問や評価
の方法、留意点など必要な内容を必要なだけ記入できる
ようにしたもので、学習指導案ほど時間や労力を掛けず
に授業の流れを整理する、言わば「授業メモ」的な役割
をもたせています。本事務所のホームページからダウン
ロードできますので活用ください。
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本たよりに記載されている内容や取組についての

ご意見やご要望はこちらまでお願いします。

H30スローガン

② 授業スタンダードモデルを授業メモとして活用！

ある学校では、全国学力・学習状況調査のサンプル問題
を活用した授業づくりに取り組んでいます。

① サンプル問題を解き、授業改善のヒントをつかもう！
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① 全職員で全国学力・学習状況調査のサンプル
問題を解く。

② 出題の意図や傾向、今求められている学力な
どについて考えをもつ。

③ グループや中間ミーティングを通して、それ
らの内容を日々の授業改善にどのように結び付
けていくか話し合う。

④ 話し合った内容を授業で実践する。
⑤ グループ内で授業を相互参観する。
⑥ 個々の授業のフィードバックを行う。
⑦ グループ内で課題をシェアする。

上記２つの手立てを参考
にしながら授業改善を図っ
ていただきたいと考えます。
また、「学びの確認」と
して、各種調査問題等の活
用もお願いいたします。
各学校の授業改善に向け
ての取組がさらに活発にな
りますことを願います。


